


































 This paper investigates the effects of intercultural events held in Adachi public junior high schools with 
the help of international students from Meikai University. Questionnaire surveys were conducted after each 
event among junior high school students to find out what they thought about the event. 694 students  
responded and the results were calculated and analyzed through statistical methods such as regression  
analysis. The results show that over 90% of the students enjoyed communicating with the international  
students in English and that approximately three out of five students had successful experiences in English 
communication. The results also show that junior high school students successfully learned something about 
different cultures. In addition, international students also enjoyed the events and learn about Japanese school 
culture to some degree. Moreover, the results show that over 80% of junior high school students were more 
motivated to study English, which is a hoped-for attitude students should have after the events. Finally, this 
study presents a student model who was successfully motivated to study English harder after the events. 






































































































　①　参加者：本学留学生 7 名と 2 年生 44 名
　② 　参加留学生出身国・地域：台湾，中国，ペト
ナム，モンゴル（計 4 カ国・地域）









　①　参加者：本学留学生 5 名と 3 年生約 60 名
　② 　参加留学生出身国・地域：タイ，パキスタ
ン，ベトナム，モンゴル（計 4 カ国・地域）
　③ 　概要：留学生 5 人は，3 時間目と 4 時間目の
英語の授業に参加した。授業では，中学生 5，








　③ 　概要：留学生 6 人は，2 時間目から 6 時間目
の英語の授業に参加した。授業では，中学生 5，




















































































































































化祭」などと同じように 1 年に 1 度あるかないかの
一つの「行事」的なものである。この行事を通し
図 4　質問 4への回答結果























































































































（石川 , 2010, p.118）。表 1 は，重回帰分析をおこ
なった結果，それぞれのモデルの説明度を示してい
る。モデル 5 は最も良く，全体の結果の 7 割以上を
説明できることを示している。
　表 2 によれば，モデル 5 の「有意確率」は 1% 未
満であり，モデルの当てはまりは非常に高い。5 つ












1 .794a 0.630 0.630 0.581
2 .820b 0.672 0.671 0.548
3 .833c 0.693 0.692 0.530
4 .838d 0.702 0.700 0.523
5 .840e 0.705 0.703 0.521
a. 予測値 :（定数），［%1:, Q5:
b. 予測値 :（定数），［%1:, Q5:
c. 予測値 :（定数），［%1:, Q5:
d. 予測値 :（定数），［%1:, Q5:






モデル B 標準誤差 ベータ t 値 有意確率
5 （定数） -0.409 0.151 -2.698 0.007
Q5 0.618 0.030 0.572 20.871 0.000
Q7 0.119 0.031 0.122 3.810 0.000
Q8 0.106 0.024 0.136 4.339 0.000
Q1 0.176 0.039 0.122 4.474 0.000
Q9 0.055 0.021 0.075 2.700 0.007
a. 従属変数 Q6
図 11　英語学習のやる気を向上させた生徒の意識モデル



































































































モデル B 標準誤差 ベータ t 値 有意確率 許容度 VIF
5 （定数） 0.073 0.223 0.328 0.743
Q7 0.235 0.033 0.259 7.040 0.000 0.543 1.841
Q8 0.190 0.023 0.264 8.192 0.000 0.707 1.414
Q3 0.316 0.049 0.201 6.491 0.000 0.764 1.309
Q2 0.197 0.044 0.148 4.461 0.000 0.669 1.495
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当てはまる学年に○をしてください。（ 1 年生・2 年生・3 年生 ）
1 今回の交流学習で留学生と英語でコミュニケーションをするのは楽しかった。 5 4 3 2 1
2 世界にはいろいろな文化があることを実感できた。 5 4 3 2 1
3 世界のいろいろな国の人と交流するには英語が必要だと感じた。 5 4 3 2 1
4 留学生と英語でうまくコミュニケーションをとれた。 5 4 3 2 1
5 もっと英語を話せるようになりたいと思った。 5 4 3 2 1
6 英語学習をさらに頑張る気になった。 5 4 3 2 1
7 このような交流学習をまたやってほしい。 5 4 3 2 1
8 英語は好きである。 5 4 3 2 1
9 英語は得意である。 5 4 3 2 1
＜感想：簡単でいいので，感じたことを何でも書いてください。＞
 Thank you！ ご協力ありがとうございました。
